
哺育・育成センターの運営支援
子牛の飼養管理改善による育成牛の発育向上

◆活動年次：令和３～４年度 （課題番号１５）

◆対 象：日高町 哺育・育成センター及び利用農家３戸

１ 課題の背景

２ 活動の内容

①定期巡回と改善提案の実施！
◇キャトルセンターの定期巡回

を行い、飼養実態や管理状況

を確認した。

◇さらに改善事項を整理すると

ともにキャトルセンター代表

や従業員へ提案した。

初乳給与の徹底を推進！

前年度の活動で作成した初
乳給与啓発資料を活用し、酪
農家に初乳給与徹底を推進す

るなど情報提供して改善を図
った。

地域の現状

①高齢農家の営農継続 これを目指して

②大規模農家の省力化

課題

①酪農家：預託前の子牛管理による免疫向上

②哺育育成センター：預託後の発育向上

課題解決に向けた普及センターの取り組み

１ 酪農家への支援（初乳給与徹底）

２ 哺育育成センターへの支援

子牛の免疫向上と
哺育・育成牛の発育
アップを図る！

１ 酪農家への支援

②哺育育成牛の発育分析と情報の共有！
◇関係機関で協力・役割分担し支援。

◇普及センターは体重測定データ等を分析・整理した。

◇血液検査分析・発育分析等ので情報共有を図った。

2 哺育・育成センターへの支援

発育は順調ですね！

よし、自分で糖度計

を買って初乳を調べ

てみるよ！

子牛の寒さ対策をしま

したよ！

ふむ、こういう問題点

があったのか

なるほど、発育の経過が一

目で分かりますね！

キャトルセンター勉強会で報告

初乳給与啓発資料

キャトルセンター代表と検討



３ 活動の成果

４ 今後の課題
◇ 酪農家への対策支援

免疫不足の割合を低下させる。

◇ 哺育・育成センターへの発育向上支援の強化
発育にバラつきが見られるため、支援の継続・強化が必要。

◇ 初乳の重要性が確認できた！ ◇ 子牛の免疫が向上！

導入子牛の初乳給与とＴＰ（血中総蛋白）値の関係 酪農家ＢのＴＰ（血中総蛋白）値の充足割合

十分な初乳給与により、血液検査
（ＴＰ値）が良好になり免疫量が増加

することがわかった！

初乳給与の推進により、初乳給与を行っ

た酪農家では、ＴＰ値が良好の割合が増
え、免疫向上につながった！

①飼養管理が改善され、哺育育成牛の発育が向上した！

定期巡回時の主な問題点と飼養管理変化例
・残飼が多い、飼料の再利用 → 半日量を給与し都度追加、再利用中止

・配合飼料を牛が食べづらい → ネックバーの調整を実施
・牛床、通路の清掃不十分 → 新スタッフの採用による清掃の改善
・飼槽の前に滞水が見られる → スクレイパー・モップでこまめに吸水

・冬期の牛舎天井結露、牛床滞水 → 十分な換気により改善

１ 酪農家への支援

2 哺育・育成センターへの支援

②哺育育成センターの情報共有
データの分析と報告により、キャトル

センターの実態や改善効果に対する
センター職員、ＪＡ等関係機関の理解
が深まった。 分析結果や普及セン

ターの活動を共有


